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ご 挨 拶 
  

 

謹啓 

皆様におかれましては、益々ご隆盛のこととお慶び申しあげます。平素より日本周産期・新生児医学会に

多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

第 59 回日本周産期・新生児医学会学術集会は、三重大学産婦人科教室が担当させていただきます。

私たちの教室は、終戦直前の 1945 年 4月の開講依頼 80年近い伝統を持ち、三重県をはじめとして全

国に 300名以上の産婦人科医を教育、輩出しています。 

今回のテーマは「周産期医療の進歩と調和」です。人工呼吸器の改良、栄養法など全身管理の進歩によ

っていまや在胎 22 週で出生した新生児の生存退院率は 60％以上となっています。またゲノムによる出

生前診断、超音波技術の発達、AI による画像診断などにより予後をより良く予想したり、内科合併症に対

する治療法や胎児治療法の開発によって、これまでより妊婦や児の予後が良くなってきました。このように、

周産期医療の進歩はめざましいものがあります。 

しかし、本当にお母さんや赤ちゃん、それを取り巻く、家族、地域社会が幸せになっているのでしょうか？

虐待や母体のメンタルヘルスの問題は、コロナ禍でさらに深刻です。小児科や産婦人科内の他の分野や、

それ以外の診療科との本当の協同診療、すなわち調和がますます重要になっています。これまでの進歩

を確かめ合い、医療を受ける患者さんや、その周囲の本当の幸せのための調和を探っていく学会としたい

と思っております。 

 

開催にかかる経費は、本来、学会員の参加費をもって充当すべきもので、私共も鋭意努力し、会の運営

は質素を旨とし心がけてまいる所存です。しかしながら、昨今の社会経済情勢は公費の期待は極めて困

難であり、経費の相当額をご援助に頼らざるをえないのが実情でございます。 

そこで、当該分野に関わる多くの皆様からのご支援をお願いする次第です。是非ともご高察いただき、ご

支援を賜りますようお願い申し上げます。 

本来ならば参上し拝眉のうえお願いすべきところではございますが、本書面を借りてご高配とご援助の程、

衷心よりお願い申しあげます。  

 

末筆になりましたが、皆様の益々のご繁栄を心よりお祈り申しあげます。 

謹白 

 

 

2022年 7月吉日 

 

  第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会    

学術集会長   池田 智明   

（三重大学医学部付属病院 病院長 

三重大学医学部産科婦人科学講座 教授）  
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1. 開催概要 

 

   

 

■ 学 会 名 

第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会 

 

■ 学会テーマ 

周産期医療の進歩と調和 

 

■ 会 期  

2023年 7月 9日(日)～11日(火) 

 

■ 会 場 

名古屋国際会議場 

〒456-0036 名古屋市熱田区熱田西町 1番 1号 

 

■ 学術集会長 

池田 智明（三重大学医学部付属病院 病院長・三重大学医学部産科婦人科学講座 教授） 

 

■ 規 模  

参加者数 約 3,000名（予定） 

 

■ 開催形式 

ハイブリッド形式（現地開催＋オンデマンド配信） 

 

■ 主催 

〒514-8507 

三重県津市江戸橋 2-174 

三重大学医学部産科婦人科学教室 

 

■ 運営事務局 

第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会 運営事務局 

〒461-0008 

愛知県名古屋市東区武平町 5-1 

名古屋栄ビルディング 7F 

Tel: 052-950-3430 FAX: 052-950-3370 

株式会社コングレ 中部支社内 

E-mail: jspnm59-sp@congre.co.jp (企業協賛専用)  

 jspnm59@congre.co.jp（学術講演会全体） 
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募金目標額 

2,000,000円 

 

募金の対象先 

製薬企業、医療機器メーカー、および関連企業・団体 他 

■ 募金期間 

2022年 7月 21日(木) ～ 2023年 7月 3日(金)までの間 

■ 募金の用途 

第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会 

■ お申込方法 

趣旨にご賛同賜り、ご協力いただけます場合は、別紙の 『寄付申込書』に必要事項を 

ご記入の上、主催事務局までメールもしくは FAXにてお申込ください。 

■ 募金の払込方法 

申込書提出後に下記口座へお振込みください。 ※振込み手数料は申込者負担といたします。 

 

＜振込口座＞  

銀行名： 三十三銀行 三重大学前支店 （店番号：320） 

口座番号：（普通）7000949 

口座名義：第 59回日本周産期新生児学会学術集会 会長 池田智明 

（ダイゴジユウキュウカイニホンシユウサンキシンセイジガクカイガクジユツシユウカイ） 

    

■ 税法上の取り扱い 

所得税･法人税法上の課税優遇措置は受けられません。 

■ 募金についての問合せ先 

第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会 主催事務局 

事務局長：田中 博明 

〒514-8507 

三重県津市江戸橋 2-174 

三重大学医学部産科婦人科学教室 

TEL： 059-232-1111(代表) FAX：059-231-5202 

E-mail：obgyinfo@med.mie-u.ac.jp 
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第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会 

寄付申込書 
 

 

第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会 御中 

 

募金趣旨に賛同し、「第 59回日本周産期・新生児医学会学術集会」の 

開催準備費および運営費として、下記の通り振込みいたします。 

 
  年   月   日 

 

 

金          円也 
 

1.  申込者 

貴 社 名：                              

代表者名 ：                            印 

住 所  ：〒                             

 

2.  領収書送付先 

  社  名：                                                                 

  住  所：                                                                 

  部署名：                                                                 

  氏  名：                                                                 

   TEL :                                 FAX:                             

 

3.  振込日：        年   月   日頃 

 

※本申込書を下記主催事務局へメールまたは FAX にて送付ください。 

 

第 59 回日本周産期・新生児医学会学術集会 主催事務局 

事務局長：田中 博明 

〒514-8507 三重県津市江戸橋 2-174 三重大学医学部産科婦人科学教室 

TEL：059-232-1111(代表)  FAX: 059-231-5202 

E-mail：obgyinfo@med.mie-u.ac.jp 


